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枝廣　和憲※ 1　松山　康成※ 2
近年，生徒指導・教育相談において，「包括的な学校生徒指導・教育相談アプローチ（Complihensive School 
Counseling and Guidance　Approach；以下，CSCGA）」が注目されている。その一環として，「学校全体に
おける積極的行動介入および支援（School-Wide Positive Behavioral Interventions and Supports，；以下，
SWPBIS）」があげられる。しかしながら， School-Wideすなわち，学校全体として PBISに着目した臨床実践報
告は少ない。そこで本稿では，School-Wideすなわち，学校全体として PBIS（SWPBIS）について，先駆的に
実践しているアメリカイリノイ州の公立中学校（District15）の取り組みに着目し，SWPBISの動向と実際につ
いて報告した。そして，日本における生徒指導および教育相談における，SWPBISの展開に向けた検討材料を示
唆した。
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Ⅰ　はじめに
近年，学校教育における生徒指導・教育相談にお
いて，「包括的な学校生徒指導・教育相談アプローチ
（Complihensive School Counseling and Guidance 
Approach；以下，CSCGA）」が注目されている。例
えば，小玉・中村・高橋・金山・栗原（2014）で
は，生徒指導先進地域の実践比較から，CSCGAの
重要性を指摘している。また，長江・山崎・中村・
枝廣・エリクソン・栗原（2013）によれば，オース
トラリア Victoria州においては，A Whole School 
Approach for Creating Safe & Supportive School 
Communitiesという形で CSCGAが提供され，ア
メリカにおいては，全米スクールカウンセラー協会
（ASCA）が CSCGAを推奨しているように，海外の
先進的地域おいては，CSCGAは一般的ともいえる。
CSCGAに代表されるように，不登校対策など，ある
一つの問題事象を対象として，対症療法的に単一の
アプローチで取り組むのとは異なり，多様で複数の
問題事象に対して，学校全体として，複数のアプロー
チを包括して取り組む必要性がある。
我が国における複数のアプローチの必要性に対し
て石隈（1999）は，援助ニーズのある児童・生徒の
学習面，心理・社会面，進路面，健康面における問題
状況の解決を目指し，学校心理士や臨床心理士といっ
た専門家と教員，保護者が連携して支援を行うチー
ム体制で問題に対応していく必要性を指摘しており，
1次的，2次的，3次的と援助ニーズの大きさに分け
て援助を行う 3段階の心理的援助サービスを提唱し
ている。
また栗原（2013）は，子どもの支援ニーズに応じ
て 3段階に支援を分けて児童・生徒にアプローチする
「マルチレベルアプローチシステム」を開発し，ピア・
サポートや SEL（Social and Emotional Learning），
協同学習などの心理教育的支援を用いた実践を報告
している。
このような考えに基づく支援は，文部科学省（2010）
の「生徒指導提要」でも触れられ，集団指導と個別
指導を進める指導原理として，「成長を促す指導（第
１次的支援）」，「予防的な指導（第２次的支援）」，「課
題解決的な指導（第３次的支援）」の必要性が示され
ている。
近年，その一環として「学校全体における積極的行
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動介入および支援（School-Wide Positive Behavioral 
Interventions and Supports；以下，SWPBIS）」が
注目されている。日本においては，応用行動分析
（Applied Behavior Analysis） における「積極的行動
支援（もしくは，肯定的行動支援，Positive Behavioral 
Sports；以下，PBS）」としてよく知られている。PBS
とは，発達障がい児者の行動問題の解決に向けた支援
であり，個別支援に焦点を当てたものを Individual 
Positive Behavioral Sports（以下，IPBS）と呼ぶ（平
澤・小笠原，2010）。これに対して，学校における行
動問題の予防に向けた組織的アプローチを，SWPBIS
もしくは，School-Wide Positive Behavioral Supports
（以下，SWPBS；Horner，　Sugai，Todd ，＆ Lewis－
Palmer，2005）と呼ぶ。SWPBISは問題行動の減少，
子ども本人の適応行動スキルの増加，そして子どもた
ちの QOL（Quality of Life）の向上を目指したもの
で，2002年の「No Child Left Behind （落ちこぼれ
防止法）」の施行以来，児童・生徒の行動面への支援
として広く全米で普及しつつある生徒指導システム
の一つである（バーンズ，2013）。PBISについての
詳細な説明は，長江・山崎ら（2013）を参照されたい。
日本においては，PBSあるいは，IPBSの臨床実践は，
報告されている（例えば，平澤・小笠原・広野・田熊・
高橋，2010，平澤・小笠原・原田・福元・野口，2011）が，
School-Wideすなわち，学校全体として PBISに着目
した臨床実践報告は少ない。
そこで本稿では，School-Wideすなわち，学校全
体として PBIS（SWPBIS）について，アメリカイ
リノイ州の公立中学校（District15）の概要を整理
し，日本における生徒指導および教育相談における，
SWPBISの開発に向けた示唆を探りたい。
Ⅱ　District15 における SWPBIS の実際
と動向
１　District15の概要
District15は，イリノイ州で 3番目に大き
な規模の学校区であり，在籍児童生徒数は約
12,000人である。15小学校，4中学校のすべ
てで SWPBISが導入されており，NCLB法
下における教育改革に高い評価を得ている。
連邦政府が定める NCLB法アワードに 9校が
選ばれている。
今回の視察ではDistrict15にある 4中学校
のうち，Plum Grove Jr. High School（以下，
Plum Grove中学校），Carl Sandburg Jr. High 
School（以下，Carl Sandburg中学校），Winston Campus 
Jr. High School（ 以 下，Winston Campus中 学 校 ）
の 3校を視察することができた。これらの学校での
SWPBISを第 1層支援（Primary Prevention），第 2
層支援（Secondary Prevention），第 3層支援（Tertiary 
Prevention）の 3つの観点（図 1）からまとめる。
２　第 1層支援（Primary Prevention）
（１）学校内における行動規範の般化
第 1層支援では主に学校全体での行動規範の般化
の取り組みとして，行動チャートを用いた取り組み
がある。SWPBISに取り組む学校では，学校に在
籍する全生徒に学校内で望ましい行動を規範として
定着させるために，望ましい行動をチャートとして
整理し，教室，トイレ，廊下など，それぞれの場所
や場面において求められる行動が観点別にチャート
に示され，学校内のあらゆるところに掲示されてい
る。Plum Grove中学校では行動チャートを学校内
に 50箇所以上掲示しており，生徒の行動においても
チャートに基づいた行動規範が定着している様子を
見ることができた。この行動チャートを生徒にわか
りやすく明確なものにするのが，望ましい行動を整
理するための観点である。Carl Sandburg中学校で
は【Be Respectful（敬意を持つ・尊重する）】，【Be 
Responsible（責任を持つ）】，【Be Safe（安全を保つ）】
の 3つの観点に対して望ましい行動が示されていた
（図 2）。この行動チャートとは，学校内でしてはいけ
ない行動を示すのではなく，場所・場面のぞれぞれ
で望ましい行動を定着させることを目標に定められ
る。行動チャートは教職員による複数回の会議で策
定される。Carl Sandburg中学校では教職員による
図１　SWPBIS における 3 層構造
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策定を経た後，PTA代表者の承認を得て，そして学
校内で掲示されていた。行動チャートは学校におけ
る SWPBISの基盤的な要素を含んでおり，生徒の実
態に適するかが重要である。よって行動チャートは各
校で望ましい行動が異なり，各校で毎年改定が行わ
れるようである。第 1層支援におけるこの行動チャー
トを用いた行動規範の般化が，第 2次支援，第 3次
支援の対象生徒を減少させる鍵となる。
（２）学校内における行動規範の強化と維持
教職員は，望ましい行動を行った生徒を称賛するた
めのチケット（以下，トークン）を持っており，生
徒が学校内で望ましい行動をしている場面では，そ
のトークンが教職員より生徒に対して配布される。
長江・山崎ら（2013）は，小学校におけるトーク
ンシステムでは，ごほうびシステムなどを行うなど
の取り組みがあることを示しているが，今回視察し
た 3つの中学校では，基本的にごほうびシステムの
ようなチケットの蓄積による行動規範の強化・維持を
促す取り組みは行われていなかった。だが，Winston 
Campus中学校では称賛チケットを 1ドルとして価
値付けする School CASHを疑似通貨として学校内で
活用している。生徒はこの School CASHを貯め，鉛
筆を忘れた際には 3ドルで先生に借りられる，といっ
た要領でトークンを使用していた。
３　第 2層支援（Secondary Prevention）
（１）不適切行動指導
各中学校では，学校場面で起こる不適切な行動に
よる問題に対して，問題のレベルを分類し，それぞ
れの問題に対して学校及び教職員はどのように対
応するかを明文化したチャートが作成されていた。
Carl Sandburg中学校では問題行動を 3つに分けて
おり（表 1），それぞれの問題レベルに対して，どの
ように指導するかを明文化した指導チャートが教職
員によって策定されていた（表 3，4，5）。度重なる
MINOR指導は第 2層支援の対象となる。
表１　不適切行動の 3 段階
・MINOR指導（第 1層支援）
遅刻や宿題の未提出，机への落書きなど軽度
な問題事象
・MEJOR-level1指導（第 2層支援）
10分以上の遅刻，友人・教職員に対する暴言，
いじめ，いやがらせなどの問題
・MEJOR-level2指導（第 3層支援）
飲酒・薬物の使用，ギャング表現（タトゥー
やネイル，想起させるような服装など），度重
なる不登校など
遅刻や宿題の未提出，机への落書きなどのMINOR
指導では，MINOR指導保護者通知シート（図 3）が
使用される。このシートはMINOR指導を生徒に行っ
た際，保護者にその内容を通知するために活用され
る。シートは 3枚綴りになっており，学校保存用，
家庭との連絡用，家庭保存用と使用される。このシー
トを用いて問題行動の指導を保護者・家庭と共有し，
問題行動の改善に取り組んでいた。
図３　MINOR 指導保護者通知シート
図２　校内に掲示されている行動チャート
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（２）行動改善支援のためのアセスメント
第 2層支援では，Check-in/Check-out（以下，CICO）
と呼ばれる機能的行動アセスメントを用いて，行動
問題の特定と，その改善に必要な行動支援が行われ
る。Winston Campus中学校ではCICO の行動チェッ
クシートとして Daily Progress Report（DPR）とい
うシートが使用されている（図 4）。このシートは，
生徒が登校時に校門でスタッフより受けとり（Check-
in），授業中は生徒自身が自分で持っている。毎時間の
授業者に提示し，学校で示されている望ましい行動
の観点ごとに評定を受ける。そして，下校時に校門
のスタッフに渡し，１日のレビューを受ける（Check-
out）というものである。各生徒は教員とともに目標
点数を決め，達成度をチェックされる。評定は（2・1・
0）の 3段階となっており，第 2層支援の対象となる
生徒がすべて同じスケールで評価される。これは全
教職員での情報の共有を前提に取り組んでいるから
であり，生徒のデータはグラフ化，チャート化される。
整理された生徒のデータは教職員で構成される支援
チームによって，生徒の行動の特徴，時間や曜日の
影響の有無などが討議され，生徒に最善な支援策が
検討される。
（３）アセスメントを踏まえた行動支援策
a. 別室指導
Plum Grove中学校では，通常学級での学習が難し
い生徒のための教室がある。その教室では支援員が在
籍し，生徒それぞれの問題に対応した個別のカリキュ
ラムの進行を支援している。個別のカリキュラムで
は，スキルトレーニングや映像教材を活用した学習
などを少人数で指導し，生徒それぞれの教育的ニー
ズに対応したカリキュラムを構成することで，学力
の保障と問題行動の改善を行っている。
b. 専門指導員による個別支援
問題行動の改善が難しい生徒に対しては，スクー
ルサイコロジストやスクールソーシャルワーカーな
どと連携した対応が行われる。これら専門指導員と
学校教職員が連携し，生徒の問題行動に対する代替
行動，代替スキルの提案，そしてそれを促進するた
めの保護者との連携の在り方を検討する。このよう
に生徒自身の問題に着目するのではなく，教師や保
護者，または授業などといった生徒を取り巻く環境
の変容を求めることで，行動の改善を進めているの
である。
４　第 3層支援（Tertiary Prevention）
第 3層支援では犯罪行為などが対象となり，学校
だけでの対応は難しくなる。また，子ども本人の問
題だけでなく，保護者の影響も受けるため，学校外
の専門施設との連携も必要となる。Plum Grove中学
校では緊急の場合を想定し学校内での問題に対応す
るために，警察官の駐在室があった。何か学校内及
図４　Winston Campus 中学校で使用されている Daily Progress Report(DPR)
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び地域で生徒の問題があった場合は対応できるよう
になっていた。Carl Sandburg中学校では，学校と
して第 3層支援の対象となった生徒の実際と支援の
在り方を明確にするために，専門教員によって，各
授業時間に 3度，12段階での評定と具体的な様子を
示すコメントで，細やかな機能的行動アセスメント
が実施されていた。アセスメントを踏まえて，問題
行動に対して丁寧に支援策を立てる。そしてさらに
アセスメントをするという手順を繰り返し行う。こ
の手順の明確化と継続が重要なのであろう。
Winston Campus中学校では小学校も併設してお
り，小学校と中学校が連携して SWPBISに取り組ん
でいた。そこでは，行動規範の定着に小学校から取
り組むことで，中学校における第 3層支援対象の生
徒の減少を図っている様を見た。各学年での階層的
な支援と小学校から中学校への継続的な支援によっ
て，中学校段階での第 2，3層支援の対象数は大きく
減少するのであろう。
図５　Plum Grove 中学校にある警察官駐在室
Ⅱ　おわりに
ここまで，SWPBISに関して，アメリカイリノイ
州 District15の公立中学校の取り組みについて概観
してきた。本稿では，PBISの実践的な取り組みに焦
点を当てることにより，以下にあげる，日本におけ
る実践的な示唆を得ることができた。
第一に，日本において，CSCGAを推進するにあたっ
て，学校における問題事象を単一的にとらえるので
はなく，第１層支援（Primary Prevention），第２層
支援（Secondary Prevention），第３層支援（Tertiary 
Prevention）のように階層的にとらえ，且つ，機能
的行動アセスメントを踏まえた，望ましい行動の般
化・強化という速やかな連続性を持つことが，包括
的なアプローチを以て SWPBISを実践していくこと
の重要性である。これは，日本の実践と比較すれば，
石隈（1999）の 3段階の心理的援助サービスと重な
るところがある。しかしながら，石隈（1999）では，
それぞれの援助サービスの具体化には至っておらず，
本稿で示した具体的な実践と連動した援助サービス
の提供が日本において，急務とされる。
第二に，SWPBISの目標の明文化によって，児童・
生徒および教職員両者にとって，指標を共通認識で
きる点が重要である。本稿で取り上げた SWPBISの
実践は，すべての児童・生徒に対して場面や場所に
対して適切な行動を学ぶための機会を提供するもの
である。そして，同時に，問題行動を未然予防する
ために学校環境を整えるアプローチでもある（平澤・
小笠原，2010）。言い換えると，どの階層に位置する
児童・生徒であっても，またどのようなバックグラウ
ンドを持つ教職員であっても，共通認識を持てるユ
ニバーサルかつアクセシブルな環境を設定すること
を以て，児童・生徒の適切な行動を引き出すと同時に，
教職員にとっても一貫した適切な指導・助言（介入）
を引き出すものとなっている。つまり，適切な環境
をセッティングすることにより，教職員を含む個人
の行動をより適切にしていくことということである。
これは，日本の学校においては，学級目標などに置
き換えることができるが，抽象的な目標にするので
はなく，本稿で取り上げた SWPBISのように，場面
設定を明確にし，より具体的かつ簡易な表現の行動
指標にすることが望ましいと考えられる。
第三に，児童・生徒に対する指導・助言（介入）
を決定する行動指標のデータ化があげられる。本稿
で取り上げた SWPBISの実践では，CICOに代表さ
れるような行動のチェックシートが用意されていた。
このシートは児童・生徒が自身で持っており，自分の
行動評価を自身の目で確認することができる。また，
同時に，これらを複数の教員がチェックし，すべての
教職員が共通の介入をできるシステムとなっている。
さらに，このデータに基づき，教職員のチームが児童・
生徒に対して，アセスメントをし，最善の支援策を
決定する。つまり，エビデンスに基づいた支援を個々
の児童・生徒に実施するということである。日本の“伝
統的な ”生徒指導では，なじみが少ないと考えられる
が，学習指導と同様に，行動面での指導も，行動指
標データに基づいたエビデンスに基づく指導・助言
（介入）を行っていくことは，今後の日本の学校教育
においても重要な示唆となるであろう。
最後に，これからの日本の学校教育における
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SWPBISの導入に向けて，日本の “ 伝統的な ” 生徒
指導からの転換が必要である。Distrrict15における
SWPBISにおいて最も重要なのは教員研修であった。
Winston Campus中学校では，教員それぞれが同じ
システム，同じツールを活用するために，毎週金曜
日に授業時間を短縮して 1時間の研修の時間を設け
ていた。そこでは SWPBISについて講師を招いての
理論や概論の研修だけでなく，学校教職員全員のトー
クンの使用状況，行動チェックシートの評定基準，教
育的ニーズのある生徒の支援策についての討議など
が行われていた。このような教職員によるチームと
しての取り組みが SWPBISにおいては重要であろう。
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Current Trends and Practices in  School-Wide Positive Behavioral Interventions and Supports
Reﬂecting on the Practices in an Illinois  District15 Public Junior High School
Kazunori EDAHIRO※ 1,  Yasunari MATSUYAMA ※ 2
(Abstracts)  In recent years, in guidance counseling or educational consultation, Comprehensive School 
Counseling and Guidance Approach attracts attention. As part of that, there is School-Wide Positive 
Behavioral Interventions and Supports ; SWPBIS.  However, there are few clinical practice reports which 
focused on PBIS as School-Wide. In this paper, we focus on the efforts pioneered by the public junior high 
school (District15) in Illinois in the United States on SWPBIS and provide an overview of current trends and 
practices. The paper concludes by suggesting materials to consider for developing SWPBIS in Japan.
Keywords:   School-Wide Positive Behavioral Interventions and Supports ,  Comprehensive School Counseling 
and Guidance　Approach ,  secondary education ,  guidance counseling ,  educational consultation
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